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さかもとけいいち：マーケティ
ング・コンサルタント。大阪大
学卒業後、旭化成を経て、独
立。渡米し、ニューヨークでコ
ンサルティング会社「Palmtree
Inc.」を設立、現在同社CEO。
著書「スローなビジネスに帰れ」
（小社）、「パーミション・マーケ
ティングの未来」（翔泳社）訳
書など多数。

www.palmtr.com
surf@palmtr.com
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右肩下がりを、しよう

右肩下がりでなぜいけない？

ケーブルテレビで、懐かしいドラマ『東京ラブストーリ

ー』をやっていた。舞台は1991年の東京。まだ、いけい

けどんどんの時代空気。主人公カンチの働くアパレル会

社も元気だ。現実に戻り現代のニュースを見ると、景気

話はどれもこれも暗いものばかり。

米国経済における第3四半期の実質GDP成長率はテ

ロ以降社会心理が冷え込み、前期比年率▲1.1%と、93

年第1四半期（同▲0.1%）以来のマイナス成長となった。

日本も2001年度GDPが▲1.2%になる見込みで、みんな

がっかりしている。しかし、なぜマイナス成長がいけない

のだろう？ どうして暗くならなければならないのか。み

んな、カンチが活躍していたあの頃に、戻りたいけど戻

れない、哀しい、そう思っているのではないか。しかし、

世の中が熱く、景気いい時は、だれが経営してもうまくい

くのだ。こういう時こそ、「スローな経営」が本領を発揮

する。

「スロー」コンセプトは右肩上がり信仰を否定する。上

がっていけないわけではないが、下がってどこがいけな

いか、下がっても構わんというスタンスを取る。いや、む

しろ、ビジョンなき右肩上がりをやってはいけないと考え

る。ところが、どんなビジネスプランを見てもグラフは右

肩上がり。そんなことが実際にはあり得ないことくらい、

みんな心の底の底で知っている。経営でタテマエとホン

ネをやっても仕方ない。ジグザグにいくのが商売の本当

の飾らない姿だ。

無理して格好つけるからゆがみが生じるし、変な業績

操作をしてしまうことになる。そんなその場しのぎをした

ところで、経営の実態が見えなくなるだけ。いいことは1

つもない。経営者たちには、まず、右肩上がり信仰をき

っぱり捨ててもらいたい。

「そんないいかげんなことを言うな。経営が行き当た

りばったりでいいのか」という反論が聞こえてきそうだ。

違う。右肩上がり信仰を捨てるのは、実は、戦略経営を

しなければできない高度なアートなのである。あえて「ア

ート」という言葉を使う。だれでもできることではなく、ご

く少数の「目覚めた」経営者だけができるからだ。しか

し、本コラム読者には、特別こっそり、目覚めるための秘

訣を伝授しましょう。いいですか。誰にも言ってはいけ

ませんよ。ポイントは、次の2つ。「商品の体内時計を知

る」「戦略会計をする」。メモしてください。

商品の体内時計

象とネズミでは寿命が違う。体重に比例し、ゾウのほ

うが長寿だ。だから同じ1年でも両者にとって意味が違

う。同じく商品にも1つずつ違う体内時計がある。体内

時計とは、商品が生まれてから市場に浸透して、成熟、

衰退するまでの一生の時間を指す。たとえば、ペン、車、

生命保険、電子レンジ、雑誌、テレビ番組……。1つずつ

体内時計の違うことがおわかりいただけることと思う。

戦略会計

戦略会計は戦略経営のエンジンだ。基本は「投資とリ

ターン」。会社にあるお金を「金庫へしまっておくお宝」と

見るのではなく、「次の新しいことをする投資＝ガソリン」

と考えよう。投資にどれだけリターンあるかが勝負。同

時に、必要な時間も読まなければならない。

経営指標にはキャッシュフローと原価率がある。原価

の積み上げで年次の成績表だけを見ていると、対前年

比の発想になる。すると、1年のうちに答えを出さなけれ

ばならないスピード経営となりがちだ。商品ごとに違う

体内時計を、年次の成績表で評価すると見誤る。年次

を横軸で切り、体内時計に即したキャッシュフローの投

資とリターンを評価しよう。

右肩上がりでなくていいの意味は「体内時計に合った

戦略会計を設計しよう」だ。だから単年右肩下がりとい

う戦略オプションもあり。

スローな経営はこのように、しっかりしたビジョンと戦

略性があってこそ、結果を出せる。 ill
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